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   現小学校区 

   大野中校区 

   清水中校区 

知見寺町 

楠木町 

松瀬町 

原分町 

大野町 

矢峰町 
田原町 

松原町 

四丁目 

三丁目 

二丁目 

瀬戸越 

一丁目 
瀬戸越町 

横尾町 
（春日小） 

春日小…35名 

春日町 
春日小 
…46名 
清水中 
…15名 

 

横尾町 
（清水小） 

清水小…63名 

 

清水中…42名 
（横尾町は全て 

清水中の校区） 

 

赤木町 

春日小…4名 

大野中…3名 

桜木町 

春日小…103名 

大野中…34名 

 

梅田町 

中通町 

保立町 宮田町 
俵町 

清水町 
石坂町 城山町 

福田町 

万
徳
町 

八幡町 
小野町 

（一部） 

比
良
町 

木
場
田
町 東大久保町 

谷郷町 

高砂町 

天満町 西大久保町 

長尾町 
相生町 

園田町 浜田町 

元町 泉町 

上町 

大野中 
大野小 

春日小 

大久保小 

清水中 

清水小 

 

 

 
 
 
 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

【参考】道のり 

大久保小学校→ 清水小 約 1.6km（徒歩約 21分） 

桜木町公民館→ 春日小 約 0.6km（徒歩約 8分） 

桜木町公民館→ 清水小 約 2.0km（徒歩約 24分） 

 

・桜木町公民館（参考） 

清水中校区・大野中校区 現在の通学区域（校区）図   １ 
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①現状（令和元年５月１日現在） 

                 

中学校 清水中 大野中 

生徒数 282人 579人 

学級数（特別支援教室含む） 9(11)学級 16(19)学級 

建築年数 61年 58年 

校舎延床面積（施設台帳より） 5,437㎡ 7,446㎡ 

運動場面積 約 15,700㎡ 約 8,200㎡ 

敷地面積 約 28,700㎡ 約 20,700㎡ 

地区自治協議会区域 清水 （春日町、横尾町の一部は北地区） 大野 （桜木町、赤木町は北地区） 

※敷地面積には山林や法面（人工的な斜面）を含めておりません。 
 

②「通学区域（校区）」と 

「地区自治協議会の区域」 

の現状  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

③「再編しない場合」と「大久保小と清水小を統合した場合」の児童生徒数の推計 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小学校 大久保小 清水小 春日小 

児童数 124人 438人 624人 

学級数（特別支援教室含む） 6(6)学級 15(19)学級 19(22)学級 

建築年数 27年 14年 51年 

校舎延床面積（施設台帳より） 2,678㎡ 5,447㎡ 6,157㎡ 

運動場面積 約 4,600㎡ 約 4,500㎡ 約 16,700㎡ 

敷地面積 約 8,500㎡ 約 8,700㎡ 約 32,400㎡ 

地区自治協議会区域 清水 清水 大野 

大久保小と清水小を統合した場合 

学校名 
令和元年 
（５月１日現在） 

２０年後 
（2040年推計値） 

大久保 
・清水  
統合小 

５６２名 約４３０名 

再編しない場合 

学校名 令和元年 
（５月１日現在） 

２０年後 
（2040年推計値） 

大久保小 １２４名 約１４０名 

清水小 ４３８名 約２９０名 

春日小 ６２４名 約３７０名 

清水中 ２８２名 約２３０名 

大野中 ５７９名 約３５０名 

各学校の現状 及び 児童生徒数の将来推計 ２ 

横尾町の一部、春日町、 
桜木町、赤木町は北地区 

横尾町の 

一部は北地区 
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目 

的 

☆大久保小の小規模化の解消 

☆地区自治協区域（北地区、大野地区）に対する中学校区（大野中、清水中）の 

整理の可能性の検討 

再 

編 

案 

◎大久保小と清水小を統合します。（統合後の場所は清水小） 

（理由：清水小との統合により、大久保小の小規模化解消を優先するため。） 

 

◎春日小、大野中、清水中は、現状のままとします。 

（統合をしない理由） 

・春日小は今後、望ましい学校規模となることが予想されているため。 

・大野中は望ましい学校規模であるため。 

・清水中はやや小規模化しています。統合検討対象となる近隣中学校は、大野中と同じ

く、望ましい規模である祇園中や、金比良小と小中一貫型学校となっている光海中で

あり、現時点での統合は必要がないと思われるため。 

 

（通学区域の変更をしない理由） 

以下のＡ・Ｂ・Ｃの分け方で、通学区域の変更を検討した結果、清水小の大規模化に

つながるなど、現時点では変更のメリットが少ないと考えられるため。 

  （※ 詳しいメリット・デメリットは、５～６ページの資料参照）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期
待
で
き
る 

教
育
効
果 

○大久保小の児童が、全学年でクラス替えが可能な、望ましい規模の学校で学ぶことがで

きるようになります。 

留
意
点 

〇大久保小を大切に思う、保護者や地域住民の皆様のご理解が最も重要です。 

○大久保小の児童で、現状より通学距離が長くなる地区が出てくる可能性があります。 

○通学区域を変更しない場合、春日小から進学先の中学校が清水中と大野中に分かれるこ

とや、校区が複数の地区にまたがっている課題の解消が図れないことです。 

  

学校再編案について ３ 
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   再編後の小学校区 

   大野中校区 

   清水中校区 

清水中 

大野中 大野小 

春日小 

大久保小 

清水小 

統合校 

 

 

 
 
 
 

  

 

 

 
 

 

知見寺町 

楠木町 

松瀬町 
原分町 

大野町 

矢峰町 
田原町 

四丁目 

二丁目 

三丁目 
瀬戸越 

一丁目 

瀬戸越町 

松原町 

横尾町 

（一部） 桜木町 春日町 

赤木町 

横尾町 

（一部） 

梅田町 

中通町 

保立町 
宮田町 

俵町 
城山町 

清水町 
石坂町 

福田町 
八幡町 

小野町 

（一部） 
東大久保町 谷郷町 

高砂町 

天満町 
西大久保町 

長尾町 

相生町 
園田町 

浜田町 
泉町 

元町 
上町 

木
場
田
町 

万
徳
町 

比
良
町 

再編後の通学区域（校区）イメージ図   ４ 
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大野中 
大野小 

春日小 

【検討プランＢ】 
 

   小学校区 

   現大野中校区 

   現清水中校区 

   春日町・横尾町の一部 

↓ 

清水小校区へ 

 

------プランＢでの中学校区境界 

 

春日町 

清水小 
清水中 

↑中学校区境界 

大久保小 

横尾町 

大野中 大野小 

春日小 

【検討プランＡ】 
 

   小学校区 

   現大野中校区 

   現清水中校区 

   横尾町の一部→清水小校区へ 

 

------プランＡでの中学校区境界 

 

横尾町 

清水小 

↑中学校区境界 

清水中 

大久保小 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【検討プランＡ】…春日小校区の横尾町（春日側）を、清水小校区へ変更する案 

メリット ①横尾町が、清水小と春日小に分かれず、清水小校区のみに整理される。 

デメリット ①春日小児童の進学先が、清水中と大野中に分かれる状態は解消できない。 

②春日小校区と大野中校区が大野地区と北地区に重なる状態は解消できない。 

③清水小（大久保小の統合を含む）の児童数が増加し、望ましい規模から大規模校と

なる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【検討プランＢ】…春日小校区の横尾町（春日側）と春日町を、清水小校区へ変更する案 

メリット ①横尾町が、清水小と春日小に分かれず、清水小校区のみに整理される。 

②春日小児童の進学先が、清水中と大野中に分かれず、大野中のみに整理される。 

デメリット ①春日町の児童は春日小に比べて通学距離が長くなる。 

②春日小校区と大野中校区が大野地区と北地区に重なる状態は解消できない。 

③清水小（大久保小を含む）の児童数が増加し、望ましい規模から大規模校となる。 

 

通学区域の再編検討プランについて  ５ 



6 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

【検討プランＣ】…春日小校区の横尾町（春日側）、春日町、桜木町、赤木町を清水小校区へ変更、 

並びに、大野中校区の桜木町、赤木町を清水中校区へ変更する案 

メリット ①横尾町が、清水小と春日小に分かれず、清水小校区のみに整理される。 

②春日小児童の進学先が、清水中と大野中に分かれず、大野中のみに整理される。 

③大野地区自治協区域と春日小、大野中の校区が一致する。 

④北地区自治協区域が、大野中校区に重ならず、清水中校区（の一部）のみに整理さ

れる。 

デメリット ①春日町、桜木町、赤木町の児童は春日小に比べて通学距離が長くなる。 

②清水小校区と清水中校区が清水地区と北地区に重なる状態は解消できない。 

③清水小（大久保小を含む）の児童数が増加し、望ましい規模から大規模校となる。 

④清水中は生徒数が増加するが、１０学級程度にとどまり、適正規模に届かない。 

 
 
 
 

【参考：各検討プランの児童生徒数推計】 

検討プラン 
プランＡ 

横尾町（春日側）を清水へ 

プランＢ 

横尾町・春日町を清水へ 

プランＣ 

横尾町・春日町・桜木町・ 

赤木町を清水へ 

〔児童生徒数〕 

 

大久保・清水 

統合小 

Ｒ元年度 → Ｒ22年度 

 

５９７名 → 約４４０名 

Ｒ元年度 → Ｒ22年度 

 

６４３名 → 約４７０名 

Ｒ元年度 → Ｒ22年度 

 

７５０名 → 約５３０名 

春日小 ５８９名 → 約３５０名 ５４３名 → 約３２０名 ４３６名 → 約２６０名 

大野中 ５７９名 → 約３５０名 ５７９名 → 約３５０名 ５４２名 → 約３２０名 

清水中 ２８２名 → 約２３０名 ２８２名 → 約２３０名 ３１９名 → 約２６０名 

  

清水中 

大野中 

大久保小 

清水小 

春日小 

大野小 

【検討プランＣ】 
 

   小学校区 

   現大野中校区 

   現清水中校区 

   春日町・横尾町の一部 

   桜木町・赤木町 

↓ 

清水小校区へ 

 

------プランＣでの中学校区境界 

↑中学校区境界 

春日町 

桜木町 赤木町 

横尾町 
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   ○学校規模や通学距離を考えると、通学区域は現状維持が望ましいと考えるが、学校と地域の 

連携における課題はないか。 

 

 

 

 

① 学校小規模化対策のため、「大久保小と清水小を統合」することについて。 

② 通学区域の在り方について。（横尾町・春日町・桜木町・赤木町…など） 

協議の視点について   
 

６ 

松原町 

大野町 

矢峰町 

田原町 

四丁目 

二丁目 

瀬戸越 

一丁目 

三丁目 

瀬戸越町 

横尾町 

（春日側） 
桜木町 

春日町 赤木町 

横尾町 

（清水側） 

梅田町 

中通町 

宮田町 俵町 

保立町 城山町 
石坂町 

清水町 

福田町 八幡町 

万
徳
町 

清水小 

 

大野小 
大野中 

春日小 

 

 

清水中 


